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基礎情報

研究会概要

2009年に発足した東海救急看護研究会から発展的に組織を変更し、

2014年4月から「東海臨床倫理研究会」として、一般臨床で生じる倫

理問題について多職種で議論している。最近の主な活動は、年1回の

研究会と年3回の事例検討会であり、いずれも対面と遠隔のハイブ

リッドで開催している。

研究会は、2014年度から2023年度までの10年間に11回開催した。毎

回50名前後が参加し、グループワークによる事例検討と全体討議を

行っている。一方、事例検討会は、2021年度に開始しこれまでに9回

開催した。毎回の参加者は16-17名である。研究会も、事例検討会

も、名古屋を中心に関東や関西などの多施設から多職種が参加してい

る。

また、臨床倫理学会年次大会における倫理コンサルテーションや、関

連学会における臨床倫理事例検討のワークショップなどを企画するこ

ともある。

東海臨床倫理研究会は誰でも気軽に参加できる地域に開かれた組織で

ある。最近はハイブリッドで開催しているため、遠方の方の参加も可

能である。

研究会も、事例検討会も、事前に事例提供者を募るため、振り返り事

例を議論することが多い。事例紹介のあと、症例検討シートを用いて

議論を進める。最後に臨床倫理の専門家による解説や講評と事例提供

者が議論からの学びを述べる。施設や職種などが異なる方々による議

論であり、初対面同士であることも多いが、自由な意見交換が行われ

ている。

研究会や事例検討会の開催は、開催日の約2か月前に過去の参加者に

グループメールで通知する。そのメールの受信者に周囲の方々への周

知を依頼して、参加者を募っている。研究会も、事例検討会もリピー

ターの参加が多いが、毎回、参加者の2-3割が初回参加であり、少し

ずつ本会の認知度が高まっていると思われる。

可能である。倫理の事例検討会を開催したいと考えている施設・地域

に本研究会の世話人または参加経験者が複数で出向き、全体進行やグ

ループワークのファシリテーターの役割を担いながら、事例検討会の

開催方法を伝えることができる。
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東海臨床倫理研究会

明石惠子　akashi@med.nagoya-cu.ac.jp



常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 3 人

臨床倫理認定士上級修了者 3 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 2 人

臨床倫理認定士上級修了者 2 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 1 人

臨床倫理認定士上級修了者 1 人

コンサルテーション窓口 窓口部門 なし

研究会開催回数 （2014年4月〜2024年2月現在） 11 回

研究会参加者数 （2014年4月〜2024年2月現在） 延べ552 人

事例検討会回数 （2021年4月〜2024年2月現在） 9 回

事例検討会参加者数 （2021年4月〜2024年2月現在） 延べ145 人

小児 1 件

成人（高齢者含む） 18 件

がん（AIDS /HIV含む） 2 件

非がん 17 件

※ 上記以外にあれば挿入してください（追行可） 件

積極的治療・侵襲的検査の拒否 4 件

生命維持の差し控え／中止 1 件

症状コントロール（せん妄／鎮静） 2 件

堪え難い苦痛緩和のための鎮静 0 件

医療資源の分配 0 件

療養場所の選択 3 件

個人情報 2 件

医療者への心理的支援 0 件

共有意思決定支援 17 件

指導医・専門医講習会 （〜2024年1月現在） 回

新規採用職員研修会 （〜2024年1月現在） 回

幹部・管理者研修会 （〜2024年1月現在） 回

認知症の人のガイドライン （〜2024年1月現在） 回

※ 上記以外にあれば挿入してください（追行可） 回

社会活動 地域との連携 地域合同カンファレンス／講師派遣等 回

教育活動

（例）

依頼内容（例）

区分（例）

チーム実績

世話人

看護師数

教員

弁護士



備考 外部見学受け入れ 可


